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表紙写真 ・・・実験後の試験体の様子．左手前は無補強試験体における崩壊の様子．右奥はジャケッティング工法による補強試験体で，

損傷はしたが崩壊には至っていない．

第 423 号 耐震性貯水槽の液状化対策効果に関する実験研究 －液状化による浮き上がり防止に関する排水性能の確認－　

48pp．2018 年 12 月発行

第 424 号 バイブロを用いた起振時過剰間隙水圧計測による原位置液状化強度の評価手法の検討－原位置液状化強度の評

価に向けた土槽実験の試み－　52pp．2019 年 1 月発行

第 425 号 ベントナイト系遮水シートの設置方法がため池堤体の耐震性に与える影響　102pp．2019 年 1 月発行

第 426 号 蛇籠を用いた耐震性道路擁壁の実大振動台実験および評価手法の開発－被災調査から現地への適用に至るまで

－　114pp．2019 年 2 月発行

第 427 号 津波シミュレータ TNS の開発　67pp．2019 年 3 月発行

第 428 号 長岡における積雪観測資料（40）（2017/18 冬期）　29pp．2019 年 2 月発行

第 429 号 配管系の弾塑性地震応答評価に対するベンチマーク解析　72pp．2019 年 3 月発行

第 430 号 津波浸水の即時予測を目的とした津波シナリオバンクの構築　169pp．2019 年 3 月発行

第 431 号 土砂災害予測に関する研究集会  2018 年度プロシーディング　65pp．2019 年 3 月発行

第 432 号 全国を概観するリアルタイム地震被害推定・状況把握システムの開発　311pp．2019 年 3 月発行

第 433 号 新庄における気象と降積雪の観測（2017/18 年冬期）　51pp．2019 年 3 月発行

第 434 号 SIP4D を活用した災害情報の広域連携に関する取り組み －南西レスキュー 30 における活動報告－　158pp．

2019 年 6 月発行

第 435 号 SIP4D を活用した災害情報の広域連携に関する取り組み －みちのく ALER T2018 における活動報告－　140pp．

2019 年 7 月発行

第 436 号 平成 30 年 7 月豪雨（西日本豪雨）の被災自治体における災害情報システムの活用実態に関する調査　60pp．2019

年 9 月発行

第 437 号 SIP4D 利活用システム技術仕様書・同解説　142pp．2019 年 10 月発行

第 438 号 SIP4D を活用した災害情報の広域連携に関する取り組み －かもしか RESCUE2019 における活動報告－　46pp．

2019 年 12 月発行

第 439 号(1) 南海トラフ沿いの地震に対する確率論的津波ハザード評価　第一部　（2020 年 4 月発行予定）

第 440 号 蛇籠を用いた構造物の合理的な設計手法のための変形メカニズムに関する実験研究－蛇籠の理論体系構築に向

けた基礎的研究－　26pp．2020 年 1 月発行

第 441 号 長岡における積雪観測資料（41）（2018/19 冬期）　25pp．2020 年 3 月発行

第 442 号 新庄における気象と降積雪の観測（2018/19 年冬期）　47pp．2020 年 2 月発行

第 381 号 長岡における積雪観測資料 (35) （2012/13 冬期）　30pp．2013 年 11 月発行

第 382 号 地すべり地形分布図 第 54 集「浦河・広尾」 18 葉（5 万分の 1）．2014 年 2 月発行

第 383 号 地すべり地形分布図 第 55 集「斜里・知床岬」 23 葉（5 万分の 1）．2014 年 2 月発行

第 384 号 地すべり地形分布図 第 56 集「釧路・根室」 16 葉（5 万分の 1）．2014 年 2 月発行

第 385 号 東京都市圏における水害統計データの整備（付録 DVD）　6pp．2014 年 2 月発行

第 386 号 The AITCC User Guide –An Automatic Algorithm for the Identification and Tracking of Convective Cells–　33pp．

2014 年 3 月発行

第 387 号 新庄における気象と降積雪の観測（2012/13 年冬期）　47pp．2014 年 2 月発行

第 388 号 地すべり地形分布図 第 57 集 「沖縄県域諸島」 25 葉（5 万分の 1）．2014 年 3 月発行

第 389 号 長岡における積雪観測資料 (36) （2013/14 冬期）　22pp．2014 年 12 月発行

第 390 号 新庄における気象と降積雪の観測（2013/14 年冬期）　47pp．2015 年 2 月発行

第 391 号 大規模空間吊り天井の脱落被害メカニズム解明のための Ｅ－ディフェンス加振実験 報告書 －大規模空間吊り天

井の脱落被害再現実験および 耐震吊り天井の耐震余裕度検証実験－　193pp．2015 年 2 月発行

第 392 号 地すべり地形分布図 第 58 集 「鹿児島県域諸島」 27 葉（5 万分の 1）．2015 年 3 月発行

第 393 号 地すべり地形分布図 第 59 集「伊豆諸島および小笠原諸島」 10 葉（5 万分の 1）．2015 年 3 月発行

第 394 号 地すべり地形分布図 第 60 集「関東中央部」 15 葉（5 万分の 1）．2015 年 3 月発行

第 395 号 水害統計全国版データベースの整備．発行予定

第 396 号 2015 年 4 月ネパール地震（Gorkha 地震 ) における災害情報の利活用に関するヒアリング調査　58pp．2015 年

7 月発行

第 397 号 2015 年 4 月ネパール地震 (Gorkha 地震 ) における建物被害に関する情報収集調査速報　16pp．2015 年 9 月発行

第 398 号 長岡における積雪観測資料 (37) （2014/15 冬期）　29pp．2015 年 11 月発行

第 399 号 東日本大震災を踏まえた地震動ハザード評価の改良（付録 DVD）　253pp．2015 年 12 月発行

第 400 号 日本海溝に発生する地震による確率論的津波ハザード評価の手法の検討（付録 DVD）　216pp．2015 年 12 月発行

第 401 号 全国自治体の防災情報システム整備状況　47pp．2015 年 12 月発行

第 402 号 新庄における気象と降積雪の観測（2014/15 年冬期 )　47pp．2016 年 2 月発行

第 403 号 地上写真による鳥海山南東斜面の雪渓の長期変動観測（1979 ～ 2015 年）　52pp．2016 年 2 月発行

第 404 号 2015 年 4 月ネパール地震 (Gorkha 地震 ) における 地震の概要と建物被害に関する情報収集調査報告　54pp．

2016 年 3 月発行

第 405 号 土砂災害予測に関する研究集会－現状の課題と新技術－プロシーディング　220pp．2016 年 3 月発行

第 406 号 津波ハザード情報の利活用報告書　132pp．2016 年 8 月発行

第 407 号 2015 年 4 月ネパール地震 (Gorkha 地震 ) における災害情報の利活用に関するインタビュー調査 －改訂版－　

120pp．2016 年 10 月発行

第 408 号 新庄における気象と降積雪の観測 (2015/16 年冬期 )　39pp．2017 年 2 月発行

第 409 号 長岡における積雪観測資料 (38) （2015/16 冬期）　28pp．2017 年 2 月発行

第 410 号 ため池堤体の耐震安全性に関する実験研究 －改修されたため池堤体の耐震性能検証－　87pp．2017 年 2 月発行

第 411 号 土砂災害予測に関する研究集会－熊本地震とその周辺－プロシーディング　231pp．2017 年 3 月発行

第 412 号 衛星画像解析による熊本地震被災地域の斜面・地盤変動調査 －多時期ペアの差分干渉 SAR 解析による地震後の

変動抽出－　107pp．2017 年 9 月発行

第 413 号 熊本地震被災地域における地形・地盤情報の整備 －航空レーザ計測と地上観測調査に基づいた防災情報データ

ベースの構築－　154pp．2017 年 9 月発行

第 414 号 2017 年度全国市区町村への防災アンケート結果概要　69pp．2017 年 12 月発行

第 415 号 全国を対象とした地震リスク評価手法の検討　450pp．2018 年 3 月発行予定

第 416 号 メキシコ中部地震調査速報　28pp．2018 年 1 月発行

第 417 号 長岡における積雪観測資料（39）（2016/17 冬期）　29pp．2018 年 2 月発行

第 418 号 土砂災害予測に関する研究集会 2017 年度プロシーディング　149pp．2018 年 3 月発行

第 419 号 九州北部豪雨における情報支援活動に関するインタビュー調査　90pp．2018 年 7 月発行

第 420 号 液状化地盤における飽和度確認手法に関する実験的研究 －不飽和化液状化対策模型地盤を用いた模型振動台実

験－　62pp．2018 年 8 月発行

第 421 号 新庄における気象と降積雪の観測（2016/17 年冬期）　45pp．2018 年 11 月発行

第 422 号 2017 年度防災科研クライシスレスポンスサイト（NIED-CRS）の構築と運用　56pp．2018 年 12 月発行
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Research Example Utilizing Crowdfunding
- An Example of the Retrofitting Experiments with Gabion Mesh for a Masonry House in Nepal -

Hiroshi NAKAZAWA*1, Hiroshi IMAI*2, Hiroki SUZUKI*3, Kiyo KOMURAI*3, and Naomi AOKI*4

*1 Earthquake Disaster Mitigation Research Division,
National Research Institute for Earth Science and Disaster Resilience, Japan

*2 Institute of Technologists, Japan

*3 Chiba University, Japan

*4 National Research Institute for Earth Science and Disaster Resilience, Japan

Abstract

In developing countries, there are many vulnerable buildings made of traditional masonry and brickwork and the 
human damage caused by the collapse of the earthquake tends to occur frequently. Most of the human casualties 
in the 2015 Nepal earthquake are concentrated in traditional stone masonry houses in the mountain areas. In the 
mountain areas where it is difficult to carry construction materials, many people still live in dangerous houses with 
broken walls even after about three and a half years since the earthquake. In order to reduce such situations, it is 
necessary to establish an earthquake retrofitting method and inform the local people so that local residents can 
understand by themselves and implement at a low cost. Therefore, the jacketing method with gabion mesh as a 
reinforcement method was proposed, and verified its effect by conducting full-scale experiments in this study. In 
order to publicize this series of trials, research promotion utilizing crowdfunding was carried out. 

Key words: Stone masonry, The 2015 Nepal earthquake, Gabion, Steel wire mesh, Shake table test
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1. 

It is not 
earthquake that kills, it is not even the buildings that kill, it 
is the poorly constructed buildings that kill. 

2015
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2
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1 
Photo 1 Vulnerable transport route.
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2. 

361 251

2), 3) 3 2015

(b) (a) 

2 
Photo 2 General masonry house in Nepal.

1 
Fig. 1 Concept of the experiment in this study.

2 
Fig. 2 Conceptual diagram of the jacketing method.
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Photo 3 Comparison of old and modern gabion.

4 
Photo 4 Residual deformation of gabion wall by shake 

table test.



5

3.1   

CROWD FUNDING
CROWD FUNDING

12)
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4
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3.2   

1
2

3.2.1 3.2.43 
Fig. 3 Common systems in crowdfunding.

1 
Table 1 Schedule for crowdfunding.
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内容
2018/4 ４⽉中旬 担当者にてクラウドファンディング実施に向けての状況について数回確認．

・2019年２月に予定している実験の見学をギフトにする場合，早急に手続きを進める必要有り．

・クラウドファンディング会社に相談に行くこととした．

2018/5/29 READYFOR株式会社訪問（地震減災実験研究部⾨・研究推進課担当者）
・本提案でのクラウドファンディングの成功の可能性やプロジェクトを組み立てる際のポイント等を確認．

2018/7/10 経理課・研究推進課打ち合わせ
・READYFOR株式会社との契約書の条項確認．

・クラウドファンディングで得た寄附金を受け入れ体制の確認．

・寄附総額から手数料を相殺した額の受け入れは出来るか．

・防災科研からの請求書発行なしでReadyforから提出される取引明細書に基づき入金処理について．

2018/7/18 企画部⻑・研究推進課の打ち合わせ
・クラウドファンディング実施に向けた段取りの確認

2018/7/25-26 役員会議レクおよび拡⼤役員会議・役員会議にてクラウドファンディングを活⽤した寄附⾦募集の開始について報告（研究推進課）
・開始するクラウドファンディングのプロジェクト内容や公開期間について

2018/8/6 ・READYFOR株式会社打ち合わせ（地震減災実験研究部門・研究推進課）

・READYFOR株式会社との契約書締結について．

・クラウドファンディング実施のための最終スケジュール調整．

・プロジェクトページにおける記載内容の調整及びギフトの確認．

・WEBが扱えない方のために，払込用紙付きのチラシ作成依頼．

・プロジェクト公開後，毎週月曜15時からSkypeによる打ち合わせの実施を決定．

2018/8/9 READYFOR株式会社との寄附型契約書を締結
2018/8/17 READYFOR株式会社とのSkype打ち合わせ（地震減災実験研究部⾨・研究推進課）

・予定している広報戦略を確認．

2018/8/24 常陽リビングによる取材（中澤研究員、⻘⽊）
2018/8/23 READYFOR株式会社とのSkypeによる公開前最終打ち合わせ（地震減災実験研究部⾨・研究推進課）

・３～４日前にリリース，チラシ送付等の広報を済ませる必要がある．

・訪問者のプロジェクトページのトップ画面の滞在時間は約２分であるため，その先のページを読ませるための工夫が必要である．

2018/9/10 READYFOR株式会社とのSkype打ち合わせ（地震減災実験研究部⾨・研究推進課）
・払込用紙による寄附１件（プロジェクト代表者への振込済のメール通知）および銀行振込による寄附１件

2018/9/6 北海道胆振東部地震が発⽣
・新着情報の掲載を見送り広報活動を自粛．

・9月末以降のメディアへの出演を調整．

2018/9/18 READYFOR株式会社とのSkype打ち合わせ（地震減災実験研究部⾨・研究推進課）
・9月18日現在，払込用紙による寄附３件．

・地元新聞にプロジェクトの記事が掲載．地元新聞の信頼性が高いため，寄附増につながることが期待できる．

・プロジェクトページへの閲覧は，防災科研のHPからの入りの件数が多いため，防災科研のHPのトップ画面に掲載する等の改善が必要ではないかとの意見有り．

2018/9/25 READYFOR株式会社とのSkype打ち合わせ（地震減災実験研究部⾨・研究推進課）

・10月26日又は27日に55％以上達成している場合の目標額達成率は90％以上であることを確認した．

・公開終了日前に目標額に達成した場合，ネクストゴールを設定し更なる寄附を呼び掛ける方針とした．

・クラウドファンディング終了後の対応について，終了後から半年，1年後に支援者へ御礼の連絡を続けることが重要である．

2018/10/10 READYFOR株式会社とのSkype打ち合わせ（地震減災実験研究部⾨・研究推進課）
・ネクストゴールの設定額について議論（当初の目標額の150％～200％の設定が良い）．

・新着情報をカウントダウン式にし，何人達成などの前向きなコメントにすると達成しやすくなるアドバイスを得る．

・READYFORユーザーにクリックしていただく機会を増やすため，トップページの写真を毎日変えるなどの工夫も必要である．

・リターンの準備を進める必要がある．

2018/10/17 READYFOR株式会社とのSkype打ち合わせ（地震減災実験研究部⾨・研究推進課）
・タイトルを「ネクストゴール150万円」とし，月末前に達成した場合，「見学できます●●名」に変更する．

・トップページの写真を変更するとプロジェクトページへの訪問者が新規・再訪ともに増える傾向にある．

・振込用紙による支援額に関し，15時以降にプロジェクトページの寄附合計額（カウンター）に反映するようにしている旨，確認．

・協力いただけそうな方へのリマインドのメールを行う．

・プロジェクト公開終了後，実験見学のギフト該当者へ実験見学の案内を迅速に行う．

・取材・リリース対応（「防災科研初のクラウドファンディング，達成しました。」）として，実験見学のイベントまで追ってもらうよう，要請することとした，

・新着をカウントダウン方式にする．例として，「支援単価（17,000円/人＝20～30名）150万円達成！」等．

・READYFOR株式会社のFacebook（7万7千人登録）とツイッターで，いずれも1回ずつ記事掲載可能とのことで掲載依頼をした．

・通常のプロジェクトでは，新規支援者が２割いれば成功とのことであった．

・11月14日には，寄附額の確定は可能である旨確認した．

2018/10/25 READYFOR株式会社とのSkype打ち合わせ（地震減災実験研究部⾨・研究推進課）
・お礼状のデザインを依頼（企画課）

・READYFOR株式会社のFacebookとツイッターで拡散した．

2018/11/2 READYFOR株式会社とのSkype最終打ち合わせ（地震減災実験研究部⾨・研究推進課）
・今回のプロジェクトの支援件数は79件であることを確認した．そのうち，32名は研究等を通じた知人，一方47名は，第三者であった．

・御礼状に実験担当者が掲載されている科研ニュースを同封することとし，御礼状の紙質も考えることとした．

2018/11/14 READYFOR株式会社より達成⾦額・振込⾦額の連絡（12/10⼊⾦）
2018/12/21 寄附者へ領収書と御礼状発送
2019/1/24 公開実験の招待状発送（公開実験⽇：2019年2⽉26⽇）

・実験見学の際に掲示するポスター印刷

2019/2/15 実験⾒学のスケジュールの案内（メール送信）
2019/2/25 実験⾒学者へのアクセスの案内（メール送信）
2019/2/26 公開実験

・ホームページ上では，最終日23時までを募集期限としたが，振込用紙による支援も最終日の23時までとした．また，振込用紙からのご支援の期限をお知らせし，仮に期限を過ぎるよ

うであれば，防災科研の寄附を案内することとした．なお，防災科研に直接入った額のカウンターを回すこと可能である旨，確認．

時期・⽇付

公
開
実
験
実
施
ま
で

公
開
前

公
開
後
︵
公
開
中
︶

・他のプロジェクトの傾向として，開始から３日間で目標額の40％超の場合は９９％成功しており，５日間で目標額の20％超の場合90％の確率で成功している．したがって，少なくと

も，公開から5日間のスタートダッシュが大事であることを確認．

・応援コメントへの返信は，他のプロジェクトでは定型の文章を使っていることもあるが，本プロジェクトでは，担当者が個別に返信することとした．

・メディアへの出演時には『防災科研　レディーフォー』と終了日を必ず伝えつこととし，TVの場合，「『防災科研　レディーフォー』で検索」のリンクを出してもらうよう依頼する

こととした，

・寄附の傾向として，右肩上がりが止まっても広報を続けることに変わりがないが，特に，公開終了のラスト１週間の広報が重要である旨，確認．Facebook，メルマガ等で呼びかけてい

くことも視野に入れる．

2 
Table 2 Contents of meetings from preparations to public experiments.
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 2018 10 31

4 1   
Fig. 4 (1) Front of publicity flyer.
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 2018 10 31

4 2   
Fig. 4 (2) Back of publicity flyer.
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5 
Fig. 5 Letter of thanks.
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 https://readyfor.jp/projects/NIED001

3.5   
9/1 10/31 10 15

100
150

\1,218,000
121.8%

3

192
1 1

3.96%

2.5%

6
29 21

7 8
9  1

1

90%
13)

3 
Table 3 Breakdown of payment and settlement method.

a  

( )
( )

3,000 31 93,000
5,000 15 75,000

10,000 29 290,000
30,000 7 210,000
50,000 5 250,000

100,000 3 300,000
90 1,218,000

b  
( )

184,000 15,1

Web 240,000 19.7
794,000 65.2

 4. 
2018 9 1

10 31

1,000,000
1,218,000 121.8%

1,971
Facebook

6 
Fig. 6 Number of supporters by region.
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3 40 99
5 20 90

6

1
2

8

2018
9 1

6

9

26 44

(https://readyfor.jp/projects/NIED001/announcements)

7 
Fig. 7 Changes in achievement rate and support amount.

8 
Fig. 8 Changes in total number of visitors and support amount.
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4

4  9

10 15

(2) 
2018 9 3 (6) 
2018 9 18 (7) 2018

9 25 (8)2018
10 4 1  -

- (10) 2018 10 11
(6) (7) (8)

(10)
(2)

2
10 3

(6)
(7) (8) (10)

2

5. 

(https://readyfor.jp/projects/
NIED001/accomplish_report)

5.1   

2019 2 26

2018 11 30 12 3 5

9 1
Fig. 9 Visitors and support amount per day.
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当⽇ 前⽇との差額（△：0
または＋，▲：−）

当⽇ 前⽇との差額（△：0ま
たは＋，▲：−）

(1) 2018年9⽉1⽇ 18:00 25 ー 8,000 ー プロジェクトの実施に⾄った背景

翌⽇ 25 △ 0 33,000 △ 25,000 ー

(2) 2018年9⽉3⽇ 18:00 85 △ 60 6,000 ▲ 27,000 防災科学技術研究所について

翌⽇ 50 ▲ 35 3,000 ▲ 3,000 ー

(3) 2018年9⽉5⽇ 18:00 50 △ 0 6,000 △ 3,000 ⼤型耐震実験施設について

翌⽇ 41 ▲ 9 10,000 △ 4,000 ー

(4) 2018年9⽉11⽇ 18:42 40 ▲ 2 33,000 △ 25,000 北海道胆振東部地震へのお⾒舞い

翌⽇ 42 △ 2 0 ▲ 33,000 ー

(5) 2018年9⽉14⽇ 08:00 27 ▲ 2 8,000 ▲ 57,000 本プロジェクトの実験につきまして

翌⽇ 17 ▲ 10 0 ▲ 8,000 ー

(6) 2018年9⽉18⽇ 18:00 45 △ 29 140,000 △ 96,640 蛇籠（じゃかご）の起源

翌⽇ 28 ▲ 17 0 ▲ 140,000 ー

(7) 2018年9⽉25⽇ 18:00 42 △ 21 13,000 △ 13,000 蛇籠（じゃかご）の⽤途は様々

翌⽇ 33 ▲ 9 3,000 ▲ 10,000 ー

(8) 2018年10⽉4⽇ 21:06 57 △ 17 8,000 △ 5,000 メンバーからの⼀⾔（１） ー耐震補強への取り組みー

翌⽇ 64 △ 7 33,000 △ 25,000 ー

(9) 2018年10⽉6⽇ 13:00 21 ▲ 43 13,000 ▲ 20,000 メンバーからの⼀⾔（２） ーワイヤーの引張強度試験ー

翌⽇ 21 △ 0 0 ▲ 13,000 ー

(10) 2018年10⽉11⽇ 14:19 40 △ 6 110,000 △ 100,000 ラジオに出演します！

翌⽇ 35 ▲ 5 0 ▲ 110,000 ー

(11) 2018年10⽉16⽇ 09:54 65 △ 12 0 ▲ 110,000 感謝

(12) 2018年10⽉17⽇ 11:09 50 ▲ 15 50,000 △ 50,000 メンバーからの⼀⾔（３） ー 研究室の紹介ー

翌⽇ 30 ▲ 20 0 ▲ 50,000 ー

(13) 2018年10⽉19⽇ 08:00 26 ▲ 4 0 △ 0 メンバーからの⼀⾔（４）−防災科学技術研究所の紹介−

翌⽇ 15 ▲ 11 0 △ 0 ー

(14) 2018年10⽉21⽇ 08:00 18 △ 3 13,000 △ 13,000 残り１０⽇！

(15) 2018年10⽉22⽇ 09:41 36 △ 18 0 ▲ 13,000 残り９⽇！

(16) 2018年10⽉23⽇ 13:04 39 △ 3 5,000 △ 5,000 残り８⽇！

(17) 2018年10⽉24⽇ 13:03 33 ▲ 6 30,000 △ 25,000 残り７⽇！

(18) 2018年10⽉25⽇ 14:46 30 ▲ 3 30,000 △ 0 残り６⽇！

(19) 2018年10⽉26⽇ 14:45 残り５⽇！

(20) 2018年10⽉26⽇ 16:46 「ネクストゴールの達成に向け、ご協⼒をお願いいたします！」

(21) 2018年10⽉27⽇ 11:11 17 ▲ 15 0 ▲ 40,000 残り４⽇！

(22) 2018年10⽉28⽇ 22:04 14 ▲ 3 0 △ 0 残り３⽇！

(23) 2018年10⽉29⽇ 23:12 28 △ 14 0 △ 0 残り48時間です．

(24) 2018年10⽉30⽇ 23:09 27 ▲ 1 10,000 △ 10,000 残り24時間を切りました．

(25) 2018年10⽉31⽇ 11:26 残り12時間を切りました．

(26) 2018年10⽉31⽇ 19:17 「いよいよ残り４時間！本⽇23時までです！」

(27) 2018年11⽉1⽇ 15:27 多くのご⽀援をいただき、ありがとうございました！

(28) 2018年11⽉8⽇ 21:44 打合せ中です！

(29) 2018年11⽉30⽇ 16:52 モックアップの製作

(30) 2018年12⽉4⽇ 16:37 モックアップです

(31) 2018年12⽉25⽇ 21:53 取材を受けました．ありがとうございました！

(32) 2019年1⽉25⽇ 18:43 実験⾒学のご招待状を発送しました！

(33) 2019年2⽉6⽇ 09:55 実験の準備が始まりました。

(34) 2019年2⽉7⽇ 10:29 実験の準備状況（１）

(35) 2019年2⽉8⽇ 12:57 実験の準備状況（２）

(36) 2019年2⽉8⽇ 20:06 実験の準備状況（３）

(37) 2019年2⽉10⽇ 11:16 実験の準備状況（４）

(38) 2019年2⽉12⽇ 20:17 実験の準備状況（５）

(39) 2019年2⽉13⽇ 18:22 実験の準備状況（６）

(40) 2019年2⽉19⽇ 14:32 実験の準備状況（７）

(41) 2019年2⽉22⽇ 09:41 実験の準備状況（８）

(42) 2019年2⽉22⽇ 16:59 実験の準備状況（９）

(43) 2019年2⽉25⽇ 17:19 準備完了です．

(44) 2019年2⽉27⽇ 09:18 公開実験終了 ありがとうございました．

終了 ーー
終了後の詳細
なデータ無し

更新内容

△ 2

△ 13

△ 10,000

△ 25,000

新着情報の更新
訪問者 ⽀援⾦額(円）

32

40 35,000

40,000

4 
Table 4 Update of new information, number of visitors and support amount.

(-) 0 (+)
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(b) (a) 

5 
Photo 5 Mock-up.

(a) 

(c) (b) 

10 
Fig. 10 Design plan of experimental model.
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5.2   

2

2019 2 6
2 26

4
2
10

0.2 m 3 m 2 m
3 m×3 m

2 50 55 m2

 6 2
1

 5.2.1   

7 100 
mm× 200 mm 60 mm 6,500
5.2.2   

1  

8
9

6 
Photo 6 Experimental models.

7 
Photo 7 Cement brick.

(a) 

(b)  2

8 
Photo 8 Preparation of masonry and stacking status 

of blocks.
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2  
70 l

10
50 mm

11 30 mm

(a) 

(b) 

(c) 

9 
Photo 9 Masonry works.

(a) 4m3

(b) 

11 
Photo 11 Condition of joint material.

10 
Photo 10 Examination of formulation and preparation 

of joint material.
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3  
2 1

12
4  

(b) (a) 

(c) 

(e) (d) 

12 
Photo 12 Wire mesh installation.
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800 mm× 1,000 m
2

 13
800 mm× 1,800 mm

14
5  

500
600 mm 200 mm

15

 4.3   
2

16
4.4   

1
30 10 31

30 12 21
31 1 24 11

3
9

35

(b) (a) 

(c) 

13 
Photo 13 Window frame installation.
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(b) (a) 

(c) 

14 
Photo 14 Doorway entrance installation.

(b) (a) 

(d) (c) 

15 1  
Photo 15(1) Roof-hut installation.
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(e) 

15 2  
Photo 15(2) Roof-hut installation.

(b) (a) 

(c) 

16 
Photo 16 Completion of experimental models.
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(a) 

11(1) 
Fig. 11(1) Invitation letter.
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(b) 

11(2) 
Fig. 11(2) Invitation letter.
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(c) 

11(3) 
Fig. 11(3) Invitation letter.
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6. 
2 26 13:40 14:30

35

5

17
12

 6.1   
1995

JMA
NS

5 
Table 5 Tour schedule.

12 
Fig. 12 Notes on shooting.

17 
Photo 17 Situation of public experiment.
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JMA
Imai et al.

JMA
14) JMA NS

10% 20%
30% 50% 70%
6.2   

13

JMA
10% 30% 50%

10%

30%

50%

13 
Fig. 13 Wall acceleration response.
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14 
Fig. 14 Experimental models after the experiment (from front side).
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(a) 

(c) (b)  

(e) (d) 

18 1  
Photo 18(1) Damages after shake table tests.
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14
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7. 
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(g) (f) 果

18 2  
Photo 18(2) Damages after shake table tests.



443 2020 3

30

 READYFOR

 

Low-Tech Low-Cost
Local 3L

1  JICA

1 3
open_jicareport.

jica.go.jp/pdf/12293171_01.pdf 2018 3 1

2  1963

3  1987
Vol.7 pp.253-258

4  
2018 2015

A1 Vol.74 No.4  
I_586-597

5   
2018

A1
Vol.74 No.4 I_441-451

6  JICA

https://www.jica.go.jp/
partner/kusanone/tokubetsu/nep_02.html 2019
12 1

7  
2018

30
17-18

8  
2019

54
1583-1584

9  Kimura, S., Hara, T., Suetsugu, D., Nakazawa, 
H., Nishi, T., Shimomura, S., Shibahara, R., and 
Kuribayashi, K. (2018): An issue of seismic structure 
and construction regarding gabion wall in rural 
area of Nepal. 7th Asia Conference on Earthquake 
Engineering, ACEE0151, 1-10.



31

10  Yusuhara Town and Kochi University (2019): 
Gabion Plan / Design / Construction Manual (First 
Edition), Project for Penetration in Nepal of local 
Adaptation-Based Gabion Techniques for Both 
Disaster Management and Environment Protection 
March 2019, JICA Partnership Program, 32p.

11  Nakazawa, H., Hara, T., Suetsugu, D., Nishi, T., 
Kuribayashi, K., Miyoshi K., and Shimomura, S. 
(2018): Experimental Evaluation on Earthquake-
Resistance of Road Retaining Wall Using Gabion, 
Journal of Disaster Research, Vol.13, No.5, 897-916.

12  READYFOR
https://readyfor.jp/crowdfunding/#lp1, 

2019 12 30
13  READYFOR

https://readyfor.jp/mypage/show_analytics/
NIED001, 2019 10 12

14  Imai ,  H. ,  Minowa,  C. ,  Angel i to  G.  Lanuza, 
Henremagne C. Penarubia, Ishmael C. Narag, Renato 
U. Soridum, Jr., Okazaki, K., Narafu, T., Hanazato, 
T.,and Inoue, H. (2015): A Full-Scale Shaking Table 
Test on Philippine Concrete Hollow Blocks (CHB) 
Masonry Houses, Journal of Disaster Research, 
Vol.10, No.1, 113-120.

15  

2019

426 114pp

2020 1 6
2020 1 7



443 2020 3

32

2015
3

2015


